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　（日本産業規格Ｂ４）

記載要領
　１ 　１むねごとに別葉とする。
　２　建物には、１口座を通じて番号をつけ、これを建物番号欄に記入する。
　３　建物につき特に称呼のあるものは、その名称（たとえば本館、学生食堂等）を用途欄に記入する。

　５　数量欄延面積は、地下室、塔屋その他を含む総延面積を記入する。　
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　４　構造欄には、主な部分の構成材料（鉄筋鉄骨コンクリート造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造、石造、れんが造、土蔵造、木造等）、屋根の種類（かわらぶき、スレートぶき、亜鉛メツキ鋼板ぶき、
　　草ぶき等）及び階数（平屋建、２階建等。なお地下室又は塔屋のあるものは、その旨）を記入する。

　６　建物の従物（畳、建具、窓掛等。工作物を除く。）については、その価格を建物価格に合算する。
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